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1. はじめに 

(1) 研究の背景 

わが国の地方都市においては，著しいモータリゼ

ーションの進展や，人口減少・少子高齢社会を迎え

たことなどのために，都市が持続可能であることが

求められている．国土交通省では，都市が持続可能

であるための，コンパクトなまちのかたちへの転換

を推進している．近年，コンパクトなまちなかでの

公共交通として，LRT という路面電車システムが着

目されている．しかし新たな公共交通を整備するに

当たっては，市民との合意形成が課題となっている． 

(2) 研究の目的 

以上の課題を受け，モータリゼーションの進行し

た地方都市においても，新しい公共交通システムと

しての LRT 導入という交通施策について，十分に市

民の合意が得られると考えられること（以下，受容

性と称する），およびその要因を明らかにすることを

目的とする．また，簡易な説明だけでなく詳細に情

報提供を行うことにより，その受容性が高まること

を把握する． 

(3) 既存研究と本研究の位置づけ 

海外における調査 1)や，富山における調査 2)から，

LRTの整備がもたらすまちや個人への影響について

明らかにされている．また，交通行動によって，愛

着 3)や健康 4)に影響があることが示唆されている． 

交通手段の転換を促す働きかけとして，モビリテ

ィ・マネジメントの実施がある．その実施による影

響について，運転動機の影響や，個人属性や意識の

違いによる影響，認知度やイメージの具体性の影響

など，多くの研究 5)がある． 

個人の行動を類型化し，詳細な特性の把握を行う，

行動群という考え方がある．特に私事特性に着目し

た研究として，齋藤 6)らの研究がある． 

以上より，本研究の特長は，あらゆる要因を加味

した包括的な調査を行う点や，自動車に依存する地

域における LRT の受容性およびその要因を明らか

にする点にある． 

2. 研究の構成・フロー 

本研究では，典型的な地方都市である群馬県前橋

市を対象とする．群馬県が 2015，2016 年に行ったパ

ーソントリップ調査によると，前橋市は自動車交通

分担率が 7 割程度と高く，また比較的短距離の移動

においても自動車を利用する，モータリゼーション

の進展した地方都市であると考えられる． 

本研究では，LRT 整備に対する受容性を把握する

ために，アンケート調査を行う．前橋市に在住する

者に広く尋ねるため，インターネット上にて調査を

行うこととする（表 1）． 

調査の流れとして，受容性の高まりを把握するた

め，概略的な説明およびを行った後，より詳細な説

明を行う．それぞれに対して調査行うこととし，そ

れとは別に，個人属性や普段の行動を尋ねる調査を

行う（図 1）． 

3. 簡易ヒアリング調査 

Web アンケート調査票作成の前段階として，LRT

の紹介のみを行い，単純な認知による受容性の程度

を把握する，街頭でのヒアリング調査を，2019 年 9  

 

 

図 1. アンケート調査のフロー 

表 1. Web アンケート調査概要 
調査対象  ：群馬県前橋市に在住する者 
調査方法  ：Web アンケート調査  
実施期間  ：2020 年 
配布票数  ：200 票程度 

アンケート調査  情報提供 
1）個人の属性や意識，交通行動      
    交通施策等の

概略的説明 
 

     
2）概略的説明に対する調査      
    交通施策等の

詳細な説明 
 

     
3）詳細な説明に対する調査      

キーワード コンパクトシティ，モータリゼーション，モーダルシフト  

連絡先 〒371-0816 群馬県前橋市上佐鳥町 460-1 前橋工科大学 地域・交通計画研究室 TEL. 027-265-7362 E-mail: tmorita@maebashi-it.ac.jp 
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月 8 日に実施した．前橋駅前で行われていたイベン

ト会場で，来場者を対象に調査を行った．A4 表面 1

枚による情報提供および口頭での説明により LRT

についての紹介を行い，その後ヒアリングを行った． 

回収票数は 105 票であった．また年齢について，

偏りは見られなかった．居住地についても，市内在

住者が 74%であり，概ね問題は見られなかった． 

調査の結果，LRT に対する評価はどの項目におい

ても 9 割以上が好意的な評価をしており，整備への

賛否態度や利用意向も同様の結果が得られた．LRT

という交通の単純な認知により，多くの人は LRT を

好意的に捉えるが，紹介した程度の情報提供では，

受容性を捉えるには不十分であることがわかった． 

4. 調査項目 

以上の結果をもとに，調査項目を設定する． 

前橋市の地方鉄道である上毛電気鉄道の，一部区

間の LRT 化および JR 前橋駅への延伸・乗入れ，お

よびシームレスな乗換えを目指したサービス水準の

向上を，交通施策として提示する．また施策が必要

となる背景として，地方都市の抱える課題やコンパ

クトシティの説明を行う．加えて，習慣的な自動車

利用の選択を回避するために，簡易なモビリティ・

マネジメントを行う．表2および表3に内容を記す． 

5. 分析方法 

受容性およびその高まりと，および諸要因との関

係を把握するため，得られた調査結果の分析を行う． 

はじめに，個人属性や意識の現況，および受容性

やその変化を把握するため，単純集計を行う． 

続いて，個人の属性や意識を類型化した行動群を

設定し，受容性に係ることを行動群の観点から把握

する．行動群については，分析の最小単位となる行 

 
表 2. アンケート調査項目 

個人の属性や 
意識，交通行動 

概略的説明に 
対する調査 

詳細な説明に 
対する調査 

個人属性 
日常的な交通行動 
居住意向 
生活意識 

交通行動の変化 
LRT の特長の評価 
LRT 賛否 

交通行動の変化 
生活意識の変化 
交通施策の評価 
LRT 賛否 

 
表 3. 情報提供の内容 

概略的説明 詳細な説明 
・LRT 整備の必要性 
および背景 

・LRT の特長 

・習慣的な手段選択態度軟化のため
のモビリティ・マネジメント 

・交通施策による整備の内容 

動主体を，個人属性や居住意向，生活意識より設定

し，さらに，普段の交通行動，交通行動の変化，生

活意識の変化に着目し主成分分析を行う．得られた

主成分にクラスター分析を適用し，得ることとする． 

共分散構造分析を用いて，受容性の構造を把握す

る．そして，非集計意識選択モデルを用いて，受容

性に係る選択行動のモデル化を行う． 

6. 詳細ヒアリング調査 

より詳細に情報提供を行い，受容性が把握される

ことを明らかにするため，また受容性に係る要因を

明らかにするため，前橋工科大学の学生を対象とし

て，A4 用紙 10 枚程度の調査票により，ヒアリング

調査を行う． 

調査票は，調査の流れに沿って，情報提供とアン

ケートをまとめ 1 つの冊子として作成した．これを

被験者に渡し，基本的には冊子により情報提供を行

うこととし，不明な点等があれば補足説明を行い，

冊子内のアンケート用紙にて回答を得る． 

7. まとめ 

簡易的な情報提供は十分でなく，十分に説明を行

う必要があると考えられる．ヒアリング調査ではサ

ンプル数の確保は難しいため，アンケート調査を実

施し，より多くのサンプルを集めることが，今後の

課題である． 
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